
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標          

人口減少や観光客の減少の問題を抱える地域が活気付くように、地域活性化のための取組を調べたり、

情報を発信したりする活動を通して、まちづくりと持続可能な社会との関わりを理解し、持続可能な地域の

在り方について考え、地域の一員として進んで行動しようとする。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 地域のよさを生かしてまちづく

りがされていることで持続可能

な社会になることを理解してい

る。 

② 活動を通して調べたり、考えた

りしたことについて、相手意識

や目的意識を明確にしながら

まとめている。 

③ まちづくりと持続可能な社会と

の関わりについての理解は、地

域のよさ、人々の思いや取組に

ついて、探究的に学習してきた

ことの成果であること気付いて

いる。 

① まちづくりについて、現状から

課題をつくり、解決の方法や手

順を考え、見通しを持って計画

を立てている。 

② 地域活性化を支援する仕組み

などの現状を捉え、課題解決に

必要な情報を、手段を選択して

多様に収集し、種類に合わせて

蓄積している。 

③ 地域活性化に向けて、収集し

た情報を取捨選択したり、複

数の情報や考えを比較したり、

関連付けたり、焦点化したりし

ながら、解決に向けて考えてい

る。 

④ 伝える相手や目的に応じて自

分の考えをまとめ、適切な方法

で表現している。 

① 活動を通して、自分と地域、地

域活性化に取り組む人々との

関わりを見直そうとしている。 

② 地域の活性化にむけた取組を

考えたり、実行したりする中で

得た知識や友達の考え、地域

の方々の考えを生かしながら、

協働し課題解決に取り組もう

としている。 

③ 課題解決に向けた自分の取

組や状況を振り返り、地域活

性化に向けて粘り強く取り組も

うとしている。 

 

３ 単元について 

本単元では、ふるさとをよりよいまちにしていくために、自ら設定した課題への解決策を考える活動を通し

て、地域の一員として自分にできることを考え、地域のために活動を計画し、実行することを目的としている。

まず、地域活性化に向けた取組を調べたり、それに携わる人々から話を聞いたりすることで、地域のよさに気

付かせるようにしたい。また、友達や地域の方々と地域の現状と今後について話し合い、他者を通して自分

の考えを明確にし、視野を広げて考えることができるようにする。さらに、移住希望者や観光客等に興味をも

ってもらえるよう、情報を発信し、地域の課題解決を目指すとともに、地域への愛着をもたせていきたい。 

小学校総合的な学習の時間事例１ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて 

単元名 「ふるさとＰＲ大作戦」 
第６学年 

♦本実践の概要 

本単元は、全体計画に定めた探究課題「まちづくりや地域活性化のために取り組んでいる人々や組織」

を踏まえて構想した単元である。地域の商店街の活性化を図りながら、まちづくりを進めていることと、地域

が抱える人口減少・観光客の減少等の課題とを結び付け、まちづくりに携わる人々の話を聞いたり、自分に

できることを考えたりする。単元全体で、まちづくりを通してふるさとを見つめ直し、地域のために進んで行

動しようとする態度を育てることをねらったものである。 

 



 

 

他教科との関連では、社会科「わたしたちの暮らしを支える政治」で取り上げられている人口減少が公共

サービスに及ぼす影響についてや、まちが時代とともに変化していることとを結び付けて学習を進めていく。

また、国語科「日本文化を発信しよう」で学習したパンフレットの書き方を生かし、まちの情報の伝え方を工

夫していきたい。 

 

４ 指導と評価の計画  （全２６時間） 

 

小単元名 ねらい・学習活動（抜粋） 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 
思考・判断・
表現 

主体的に学習

に取り組む 

態度 

１～１０ 

地域の現状を調

査し、地域活性化

に向けた取組を考

えよう 

○オリエンテーション 

○これまでの地域学習を振り返ったり、まちを見学したり、 

自分たちのまちのよさや課題について考える。 

○地域のよさや課題についてアンケート調査を実施する。 

○地域の現状を調べたり、関係機関から話を聞いたりす 

る。 

○地域について、調べて分かったことを整理し、現状を明ら 

かにする。 

○まちの PR 大作戦について、学習計画を立てる。 

  
思①（デジタ
ルポートフォ
リオ記述・発
言内容） 

 

１１～２３ 

地域を PR するパ

ンフレットやポス

ター等を作成しよ

う 

 

 

 

○インターネットや地域の情報誌、地域活性化に尽力して 

いる方々へのインタビュー等から、情報を収集する。 

知①（デジタ

ルポートフォリ

オ記述・発言

内容） 

思②（デジタ

ルポートフォ

リオ記述） 

 

 

○これまでに収集した情報を整理・分析する。 

○グループでパンフレットやポスター等を作成する。 

○作成したパンフレットやポスター等について、地域活性化 

に携わる人々と意見交換をし、ニーズに応えた PR 内容 

であるかを考える。 

 思③（パンフ

レット・ポスタ

ー 等 ・ 発 言

内容・振り返

りシート） 

態③（デジタ

ルポートフォ

リオ記述・発

言内容） 

○完成したパンフレットやポスター等の PR 方法を考える。 知②（デジタ

ルポートフォ

リオ記述） 

 態②（デジタ

ルポートフォ

リオ記述） 

２４～２６ 

自分たちの取組を

振り返り、地域活

性化と自分たちの

関わりについて考

えよう 

○自分たちの活動を振り返るとともに、地域活性化の取組 

と自分たちの生活との関わりについて考える。 

○未来のまちについて、クラスでイメージを共有する。 

  態①（デジタ

ルポートフォ

リオ記述） 

○関係機関と協働しながら、地域の活性化に向けたアイ 

ディアをまとめる。 

知③（デジタ

ルポートフォリ

オ記述） 

 

思④（デジタ
ルポートフォ
リオ記述・発
表） 

 

 

５ 本時の授業（第１９時） 

（１）本時の目標 

地域活性化に携わる人々に見てもらうために、友達と意見交換したことを生かし、パンフレットやポスター等を

よりよいものにしようとすることができる。 

 

（２）本時の評価規準  

地域活性化に向けて、収集した情報を取捨選択したり、複数の情報や考えを比較したり、関連付けたり、焦

点化したりしながら、よりよいパンフレットやポスターになるように考えている。 【思考・判断・表現③】 

 

 

 



 

 

（３） 本時の実際 

過程 主な学習活動と児童の反応 評価と配慮事項 

つ 

か 

む 

 

５ 

分 

○本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の方々にパンフレットやポス

ター等を見てもらうための活動

であることを伝える。 

・目的意識と相手意識を考えたパ

ンフレットやポスター等になって

いるのかという視点をもたせる。 

 

 

考 

え 

る 

 

２５ 

分 

○各グループが作成したパンフレットやポスター等の工夫を発表し、

意見交換をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・班ごと学習支援ソフトを使用し、付箋機能でよいところ（ピンク）と

改善点（青色）について意見を出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見やすさや分かりやすさ、自分た

ちの思いが伝わる内容であるの

かを考えさせる。 

 

・地域活性化に取り組んでいる人

々の思いや願いが反映されてい

るのかを確認する。 

 

深 

め 

る 

 

 

10 

分 

○各グループで、アドバイスされたことを 

生かし、改善点について話し合う。 

 

・学習支援ソフトに提出された意見を参考 

に、よりよいパンフレットやポスターになる 

ように工夫点を出し合う。 

 

 

 

 

〇思考・判断・表現③ 

（パンフレット・ポスター等・発言内

容） 

 

より分かりやすく情報を発信するために、意見交換会をしよう。 

分かりやすくするための工

夫を考える時間とした。グ

ループによっては、悩んで

いることをクラス全体に相

談しているところもあっ

た。 

グループが悩んでいる点についても、改善点やア

ドバイスを書いたり、情報量について考えたり、

授業の「つかむ」で確認した「分かりやすさ」を

意識することができていた。 

他のグループの作成したパンフレットやポスター

のよいところや改善点を考えることで、自分たち

のパンフレットやポスターを相対化してみること

も意図した。 

目的や相手などに応じて、パンフレットやポスターの内容、表現方法、情報量、構成など

が変わってくる。見やすさ、分かりやすさを明確に示すことで、今後のパンフレットやポ

スターに載せる情報を再構成できるようにすることをねらいとした。 

改善点の付箋から、今後

どのような工夫が必要で

あるかを確認し、次時の

見通しをもたせた。 



 

 

 

５ 実践を振り返って 

本実践では、社会科の学習をきっかけに、地域の人口減少問題から少子高齢化が進むと自分たちの社

会生活にどのような影響があるのかを考えるようにした。市役所の方に現状を話してもらうことで、この問題

に対し、市では子育て世代や移住希望者向けに対策をとっていることを知ることができた。学習後に、児童

は「もしかしたら、これらの市の対策があまり伝わっていない現状があるかもしれない」と考えた。児童の中

でずれが生じ、このことが興味・関心を高めることになった。そこで、多くの人々に地域のよさを情報発信し、

関心をもってもらうことが人口増加につながると仮説を立て、地域のよさを伝える計画を立て始めた。 

地域のよさについて、ウェビングやダイヤモンドチャートなどの思考ツー

ルを活用し情報の整理・分析を行った。修学旅行先の鎌倉市と比較する

ことで、自分たちの市には昔の街並みが残っていることや、季節によって

自然の楽しみ方があることなどに気付くことができた。視覚的にとらえる

ことで、自分の考えを明確にしていくことにつながっていた。 

途中、地域情報雑誌の編集者の方から、分かりやすいパンフレットやポ

スター作りについて具体的に話をしてもらう機会を設けた。また、移住者

から地域のよさを教えてもらい、これまでとは違う見方・考え方ができ、地

域のよさを再発見することにつながった。 

中間発表会では、友達のアドバイスから「パンフレットやポスターに分か

りにくさ」があることに気付いた児童が多く、他者からの評価を取り入れ

ることで、よりよいパンフレットやポスターをつくろうという意識が高められ

た。また、国語科の学習の「見方・考え方」を働かせながら、他者と協働し

て問題を解決していこうとする発言や意見も多かった。教師が意図的に、

各教科との関連付けを意識することで、児童も自覚的に行おうとするよう

になった。 

グループ学習を進めるときには、目的意識や相手意識をもたせ、話し

合いの視点がずれないようにすることも大切である。そして、自分たちの

パンフレットやポスターでは「何ができているのか、そしてできていないのか」を理解しながら学習を進められ

た。授業の終わりには、振り返りを行い、見通しをもたせることで、自分の学習過程や達成状況を把握し、次

に何をするのかを明確にしていくことも高い意欲を継続していくためには効果的だった。 

ま 

と 

め 

る 

 

５ 

分 

〇学習を振り返り、今後の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の方々に見てもらい、よりよ

いＰＲを考えていくことを確認す

る。 

 

振り返りシートより 

他者からの評価と自分の評価には差があることに気付いたり、他者を通して自分のパンフレ

ットやポスターを見直そうとしたりすることで、次時への課題を明確にすることができた。 


